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緒 言

結核 性肺病巣の特有 な形態 がいかに して形 成 され るか

とい う問題については,従 来か ら多 くの研究者に よって

検討 されて きた ところであ るが,今 日なお不明の点が多

い。 と くに結核 性肺病巣 におけ る乾 酪化機転 お よび乾酪

性病巣の軟化融解機転 については,数 多 くの研究 が行 わ

れて きたに もかかわ らず,ま だその本態 は明 らか に され

ていない よ うであ る5)～7)11)～15)15)17)～19)24)～26)29)

～52)40)
。

著者 らはか ねてよ り,結 核性炎症巣の乾酪化お よび乾

酪巣の軟化融解 ない し吸収瘢痕化の機転 について,病 理

組織学的,組 織化学的 な らびに生化 学的に検索を続 けて

きた9)27)28)35)～39)。 と くに著者 らの1人 山本35)は,

1954年 安 定 した被包乾酪巣は,模 型図(図1)に 示 し

た よ うに,膠 原線維,メ タクロマ ジア陽 性物質 お よび脂

図1外 廓構造 の模 型図

質等の層状配列 を有す る層状組織に よ りと り囲 まれてい

ることを明 らかに した。 この ような,乾 酪巣 の被膜 を中

心 とした層状組織に よって作 られた構造 を,わ れわれは

乾酪 巣の 〃外廓構造 〃と称 してい るのであ る。 このわれ

われのい う〃外廓構造 〃を構成 してい る層状組織 とは,

すで にしば しば 発表 して きたよ うに27)28)55),乾 酪性

物質 を密 に被包す る膠原線維 性被膜 と,膠 原線維 層の基

質お よび膠原線維 層 と乾 酪性 物質 との境 界に現われて く

るメタク ロマジァ染色 で陽性に染 ま る物質 と,乾 酪性物

質の周辺部 に と くに濃染 して現 われて くる濃染性脂質層

とによって構 成 され るものである。す なわ ちわれ われ の

い う〃外廓構造 〃を構成す る層状組織 とは,従 来一般 に

いわれて きた乾酪性肺病巣の被膜 と,乾 酪性物質の一部

とを含んでい る ものであ る。著者 らの1人 石川56)は,

新鮮 な切 除肺材料にっいて各種の色素 を用いて,こ の層

状組織の透 過性を検討 した ところ,と くに濃 染性脂質層

が明瞭に現われて くる,上 述 の 〃外廓構 造 グを示 す層状

組織 は,き わめて透過性が低下 してお り,分 子量700前

後,原 子数60前 後 以 上はの大 ききの色素 は,こ の 〃外廓

構造 〃を示 す層状組織 を通 しては内部には浸 入しえない

ことを明 らか にした。この ことか ら,高分子蛋 白であ ろ蛋

白融解酵素等 は,こ の層 を通 しては内部 には浸入 しに く

いのではないか とい うことが想像 され たので ある。以上の

ことか ら,〃 外廓構造 〃が完成 してい ると思 われ る乾

酪巣 は,き わめて安定 な状態 におかれてい るわ けで あ り,

その中の乾酪性物質 は,こ れ らの層 を通 して行われ る生

体か らの作用 を受 けに くいので はないか と考 え られた。

換言す るな らば,乾 酪性物質は,透 過性 を低下 させ る能

力 を有す る 層状組織に よ り完 全に 被包 され る ことに よ

り,生 体の他の場所 とは異なった,特 殊 の反応 の場 の中

におかれてい ると も考 え られ るのであ る。 それでは生体

を して この ような特殊 な反応 の場 を形成 させ る もの,す

なわ ちわれわれのいわゆ る乾酪巣 の 〃外廓構造 〃を形成

させ るものは何 であろ うか,も しわれ われが見 出した"外

廓構造"が 結核 に特有 な もの,ま たは結核 に もつ と もしば

しば見 出 され る もので あるとす るな らば,当 然 これの形

成因子 は結核菌体 に もつ と もしば しば見出 され る もので
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なければな らない。 ての点にっいて 著者 らの1人 山本

55)は,結 核菌体 の脂質が,動 物(家 兎 および モルモ ッ

ト)体 内において,膠 原線維 性被膜 を形 成 しうる能 力の

あ るてとを明 らかにし,同 時に ての被膜 に よって被 包 さ

れてい る壊 死物質は,単 球 を主 とす る細 胞浸潤 に よって

占め られてい るてとを も明 らか にした。 さ らに著 者 らの

1人 石川37)の 研究に よれば,結 核菌体脂質中Ander

son 1)～5)ら の抽出法に よるク ロロフオル ム 画分に あた

る緒様物質は,家 兎体内において,直 接的に一次的反応

として,単 球 浸潤 を惹起せ しめて凝固壊死巣 を形成す る

とと もに,わ れわれのい う透過 性の低下 した層状組織か

らなる 〃外廓構造 〃を形成す る能力のあ るてとを明 らか

に したのであ る。 さて,被 包乾酪 巣が一般炎症巣 と異 な

る点は,前 述 の よ うな特殊 な層状組織 に よ り被 包 されて

い る場合が多い てとお よび主 として単球 か らな る細胞浸

潤像 を示 してい るてとにあ ると考 え るな らば,前 述 の よ

うな生体内反応像 を示す結 核菌体蝋 様物質が,結 核性炎

症巣 の乾 酪化 機転 において,重 要な役 割を演 じていて も

よい と思われ るのであ る。

 もちろん乾 酪化の前段階において生ず る大量の壊死の

招来 とい う現象は,ア レル ギー反応,す なわ ち結核抗原

抗体反応に よ り惹起 され るてとは疑 う余地のない とてろ

で あろ う。 その さいの抗原抗体反応において主役 を演ず

る ものが 菌体蛋白で あ るて とはほぼ 明 らか に なってい

る20)体25)26)。通常 一般抗原 によ り高度 に感作 を行 い,

その抗体発生 の もつ とも大量 な3～4週 前後 に同一抗 原

を皮下 に与 えた場合,局 所の血行 の停止,漿 液 の滲 出,

線維素 の浸潤,血 栓 の形成 お よび 結 合 織 線 維 の 膨化

等 が招来 され,そ の結果,局 所 の毛細管 の透過 性が昂ま

り,顆 粒 細胞浸潤 と くに多核 白血球 を主 とす る細胞浸潤

が起 り,組 織 の壊 死の発生 とともに,壊 死物質 の分解 吸

収が促進 され,最 後 には,結 合織 の増殖が起 り瘢 痕が形

成 され る。 てれすなわ ちArthus現 象4)16)で あるが,

結核性炎症巣 においては,Arthus現 象 の 場合 と少 し く

異 な りしばしば乾酪化が惹起 され る。結核 ア レルギー反

応 にお ける乾酪化の機序 について は現在 まで に種 々の説

が たて られて きてい るが5)15)24)25)き5)74),な お不 明の

点 もまた多い ので あ る。さて,一 般 に乾酪化現象 の1っ の

特徴 として,単球 を主 とした強い細胞反応像が認 め られ,

多核 白血球の 細胞浸潤が 著 し く 少ない てとが あげ られ

る。しか も安定 した被 包乾酪巣 は透過)陸の低下 した層状

組織 によつて被包されてい る。結核 ア レル ギー反応,と く

に乾酪化の 反応 を,て の点に焦点 を あわせて 考 えると

き,前 述 した よ うな,結 核菌体 中の緒 様物質の生体内反

応像が重要 な意味 を もつて くる。す なわ ち結核菌体中の

緒様物質が,結 核蛋 白によつ て惹起 され る抗原抗体反応

に参加 し,惹 起 された 局所の 反応像 をArthus現 象 と

は異なつた乾 酪化 とい う反応 に変 更せしめ るのではない

か と考 え られ るので ある。

そてで著者 らは,抗 原抗体反応 にお ける蝋様物質の役

割 を で きる だ け明瞭 に 現 わす 目的か ら,卵 白 アル ブ ミ

ンを使用 して家兎肺 内に抗原抗体反応 を惹起せ しめ,ご

次抗原注入時 に結核菌体緒様物質 を同時 に注入 し,卵 白

アル ブ ミンに よって 惹起 され る抗 原抗体 反応(Arthus

現象)に おい て,緒 様物質がいか なる影響 を与 え うるか

にっい て検討 してみた。

実 験 方 法

実験動物 には,体 重2kgの 健康 な成熟家兎12西 を

使 用 した。

感作:

感作 は卵白アルブ ミン(関 東化 学製 品)の 生理 的食塩

水溶液 で行つた。すなわ ち卵 白アルブ ミソの5%生 理

的食塩 水溶液 を作 成 し,そ の4mZを 隔 日に5回 家兎

大腿内側皮下に注入 した。 感作開始後3週 目に 重層法

に よ り血清 中の抗体価 を測定 し,全 症例 と も26以 上陽

性であ るてとを確認 したの ち二次抗原注射 を行つた。

表1実 験 方 法

二次抗 原注射:

二次抗原注射 は表1で 示す よ うな 方法で 行つ た。す

なわ ち,感 作 家兎 を5群 に分 け,第1群 は 対照群 とし

て卵白 アル ブ ミン3mgを 含有せ る 生 食水0.1mlを

使 用 し,第II群 は異物反応 をみ るために卵白 アルブ ミン

液 に流 動パ ラ フィンを混入 し,第III群 は,脂 肪 と蝋の 中

間 的な性質 を有す る脱水 ラノリンを,卵 白アル ブ ミン液

に混入 し,第IV群 は,結 核菌以外 の蝋質の反応 をみ るた

めに,卵 白アルブ ミン液 に羊 毛蝋 を混入 し,第V群 には

卵 白アルブ ミン液 に結核菌体緒様物質 を混合 した。われ
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われが用い た結核菌体蝋様物質はAnderson 1)～5)ら の

抽 出法に順 じて抽出 した もので,彼 らのい うクロロフォ

ル ム画分 にあた るWaxで あ り, MicroとKAjeldah 1法 に

よ り窒素 の認 め られない ものであ る。

二次抗 原の 注射に あたつては,ツ ベノレク リン注射器

に,で きるか ぎ り細い注射針 をっけて,経 皮 的に家兎両

側肺内に レ ントゲ ン透視 下に注入 した。一 次感染後4週

間 目に耳静脈 よ り空 気栓塞 を起 して屠殺 した。屠殺後,病

変部 を病理組織 学的な らびに組織化学 的に検索 した。

染色方法 は,EhrlichのHematoxylin Ecsin染 色

(以下H.E.染 色 と略), Van Gieson染 色(以 下V.

G.染 色 と 略),脂 質 の た めのSudanIII染 色 および

Metachromasia染 色(以 下Meta.染 色 と略)を 行っ

た8)10)。Meta.染 色 を行 うに あたつて は,一 部 は表2

表2

に示 した よ うな方法 で,ベ プ シンに よる酵素処理 を行っ

ての ち,染 色 を行った。

実 験 成 績

まず壊死巣形成 につい て肉眼的 に観察 した成績 は表3

表3実 験 成 績

*一分母に供試家兎数,分 子に空洞形成を認めた家兎数を示す

に示す通 りで あ る。す なわ ち結核菌体蝋様 物質注入群 お

よび流動 パ ラフィン注入 群 に壊死巣 の形成 をみる てとが

で きた。卵 白アルブ ミンのみの注入群では,注 入部位 に

軽度 の瘢痕 性の痕 跡 をみ るのみであ る。著 明な炭 死巣 が

認 め られなかつた他 の群 においては,肉 眼 的には卵 白ア

ルブ ミンとよ く似 た程度 の病変 を示 すにす ぎない。蝋様

物質 および 流動 パ ラフィン注 入例 に 認 め られた 壊死巣

は,大 体直径0.5～1.0cm大 の ものであつた。

病珪組織学 的な らびに組織化学的所見

第I群:卵 白アル ブ ミンのみを注入 した群

H.E.染 色所見 によれ ば,炎 症 は 軽度で,所 々の肺

胞壁の周 囲に赤血球 が浸 出し,そ れ に伴つて多核 白血球

が 出現 してい る。しか しなが ら,単球 な らびに淋巴球 は少

ない。 また著明 な壊死巣は認 め られ ない。V.G.染 色に

よれば,所 々に結合織線維の軽度の増生 をみ る以外特記

すべ き所見は ない。SudanIII染 色 およびMeta。 染色に

おいて も特 異 な像は認 め られない。

第II群;卵 白アル ブ ミンと流 動パ ラフィン注入例

Hと。E.染 色所見に よれば,直 径 約0.5cm大 の壊 死巣

があ り,そ れ をと り巻 いて線維 芽細胞が層状に配列す る

薄 い被膜があ る。 ての部 分には所 々に異物巨細 胞の出現

を認 め る。ての付近の細胞反応 は激 し く,卵白アルブ ミソ

のみの病変 部に比 べて,多核 白血球 の浸潤は少な く,てれ

に反 して単球 の浸潤が増 加 してい る。壊死層においては

主 として単球 の浸潤が認 め られ,一 部凝 固壊死 に近 い像

を示 してい るが,中 央部 は空洞化 してい るよ うにみ られ

る(図2,3)。V.G.染 色 に よれば,壊 死物質 は薄 い膠

原線維性被膜 によつ て被包 され てい るのが明瞭 にみ られ

る。SudanIII染 色 によれ ば,脂 質 は壊死巣 内に瀰漫性

に散在 してお り,壊 死層周辺部に濃 染 して くる脂質 は認

め るてとはで きない(図4)。Meta.染 色 におい ては,特

記すべ き所見は認め られない。

第 正II群二卵 白アル ブ ミンと脱水 ラノ リン注入例

H.E.染 色所 見に よれば,大 体前者に似 た像 を呈 して

い る。 ての群 においては,脱 水 ラノ リンと生理 的食塩水

とが十分 にemulsierenさ れに くく,か つ 二次抗 原注射

液が肺 内に的確 に注入 され えず,一 部 は肋膜腔 内にはい

つ た もの のよ うで あ り,肺 内病変 は軽度 であつ た。V.

G.染 色,SudanIII染 色お よびMeta.染 色 におい て も

前者に比べ(流 動パ ラフ ィンのみの群に比 べて)特 記す

べ き所 見は認 めえなかった。

第IV群:卵 白アルブ ミンと羊毛緒注入例

羊毛緒 をemulsierenす るてとは,も つ と も困難 で

あ り,は た して計画 した量 を局所 に注入 しえたか どうか

には疑問が残 つてい る。H.E.染 色所見 によれ ば,著 明

な壊死巣 は認め られず,一 般 に炎症 は軽度 であ る。卵 白

アルブ ミンのみの注人例 の局所病変 と類似 してお り,若

干 の赤血球 な らびに多核 白血球 の浸潤が認 め られ る。 ま

た結合織線維 の増生 も著 明ではな く,単 球細胞 の浸潤 も

少ない。V.G.染 色, SudanIII染 色お よびMeta。 染色
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において も特 記すべ き所 見は認 め られない。

第V群:卵 白 アル ブ ミンと結核 菌体蝋様 物質注 入例

 H.E.染 色所見に よ ると,直 径約1cm大 の壊死巣

が あ り,てれ をと り巻いて線維芽 細胞が,層 状に配列 す

る厚い緊密な被膜 層があ り,て の層には,所 々にLan 

ghans氏 巨細胞が認め られ る。また ての部分 では所 々に

血管 の新生が認 め られ る。 ての線維 層の外側には比較 的

新 しい と思われ る細胞浸潤が認 め られ,主 として単球 に

よ り構成 されてお り,多 核 白血球 の浸潤は少ない。壊死

巣 においては,核 分解を起 した核 片が多 く,凝 固壊死 を

思わせ る像 を示 してい る。壊死巣 の周辺部 に若干 の多核

白血 球が認め られ るが,多 くは単球 浸潤 に よ り占め られ

てい る。中心部は壊 死物質 が欠除 し空洞化 してい るよう

で ある(図5～8)。

 V.G.染 色所見 に よると,壊 死物質 をと り巻 いて厚

い膠原線維の層状の配列があ り,壊 死物質 と周囲肺組織

とを明瞭に区分 してい る。 ての膠原線維 層は,他 の群 の

局所の病変 に比べて,き わめて稠密であ り,内 側にゆ く

に従つて老化 してい る。壊死巣内部に向って膠原線維 が

浸入 して ゆ く像 は全 く認め られず,壊 死層 を完 全に被包

してい る像が明瞭に認め られ る。

SudanIII染 色所 見に よると,壊 死物質の外側で膠原

線維性被膜の 内側 に,明 瞭 に濃染す る脂質の層状配列 を

み る。 ての濃 染性脂質層 は,そ の外側 にある膠原線維層

とともに,壊 死巣全周 にわた り被包 してい る像が明瞭 に

認 め られ る (図9)。

Meta.染 色所見で は, Metachromasia陽 性物質 は,全

実験群例 におい て認 め られ に くい。 しか しなが ら,結 核

菌体蝋様物質 を同時 に注入 した群 におい ては,ベ プ シン

消化試験 を行った標本 では,炭 死巣 を被包す る膠 原線維

の基質 に,pH 4.1で もつ と も強 く赤紫色に染 まるMe

tachrcrnasia陽 性物質が認め られ る。

総 括ならび に考案

本実験の成績 を検討 す るにあた り,実 験 技術 上 とくに

検討 しておかねば な らない てとが あ る。 その1っ は,

われわれの行つた方法で,は た して二次抗 原 として注 入

した物質が 十分emulsierenさ れ たか ど うか とい う問

題で ある。著者 らは 上記の二次抗 原注入に さい し,各 材

料 を10m1作 成 し,そ の0.1mlを 局所に注 入 した。

ての場合溶媒 として生理 的食塩 水を用い,溶 材 として卵

白アノレブ ミンお よび各種 の脂 質等 を用いたのであ る。卵

白アル ブ ミンは よ く生 理的食塩 水に溶 け るので問 題はな

かつたが,脂 質 は 水に溶 けに く く,た め にemulsion

として使用 したのであ る。 その経験か らす ると,流 動 パ

ラ フィンお よび結核菌体蝋様物質 は 非 常にemulsieren

しやす く,た めに初期 に計画 した量 を比較 的正確 に局所

に注入 しえた と考 える。 しかしなが ら脱水 ラノ リンおよ

び羊毛蝋 はemulsierenし に くい ため,は た して 初期

に計画 した量 を局所 に注入 しえたか ど うかは なお若干の

疑念 を残すわ けで ある。 と くに ての疑いは羊毛蝋 におい

ては なはだ しい。第2に は,経 皮的に肺内注射 を行った

場合,は た して的確 に肺内に注入 しえたか どうかに若干

の疑問が残 る。 ての抜術は案 外困難 であ り肋膜腔 内に注

入す る てと もしば しばであ り,事 実著者 らの実験におい

て も,肺 内に注入 した痕 跡す ら認め られ えなかつた もの

もある。以上の てとを考慮にいれた結果,今 回は と くに

卵 白アル ブ ミンのみの もの,て れに流 動パ ラフィンを添

加 した ものお よび結 核菌体蝋 様物質 を添加 した もの等 の

比較検討 に重点 をおいて考 えてみたい。

まず第1に,壊 死物質の形成 とい う点 に ついて検討

してみ ると,卵 白アルブ ミンの みの症例では,二 次抗原

注入4週 間後 には,ほ とん ど壊死物質 は 認 め られず,

わず かに瘢痕形 成の痕 跡をみたにす ぎない。 てれ に反 し

て,流 動 パ ラフィン注入例 および結核菌体蝋様物質の注

入例 では,壊 死物質が形 成 され てい る。そ てで,流 動 パ

ラフィンあ るいは結核菌体蝋様物質 を添加 した場合,な

ぜ4週 後 なお相 当の壊死物質が 形 成され てい る か とい

うてとが問題 となつ て くる。

卵 白アルブ ミンを注入 した ものでは,注 入局所 に多核

白血球 の軽度の細 胞浸潤 と,結 合織線維 の若干 の増生が

み られ るにす ぎない。 てれは卵 白アルブ ミンによつ て惹

起 されたArthus現 象 がほぼ終焉 し,瘢 痕形成 を示 した

もの と考 え られ るのであ る。 とてうが,卵 白アル ブ ミン

に よつて惹 起 された局所 の抗 原抗 体反応 時に,流 動 パ ラ

フ ィンあるいは結 核菌 体蝋様 物質 が共存 してい る場合,

4週 後になお相当の壊死 物質が 吸収 され るてとな く残つ

てい る。 ての てとは卵 白アル ブ ミンに よるArthus反 応

は独 自に惹 起 され,通 常のArthus反 応 の経過 を辿 って

吸収 され,そ れ とは全 く別個に,流 動 パ ラフィンあるい

は結 核菌体蝋 様物質 に対 す る生体 の,一 次的な直接反応

像 として新たに壊死が形 成 されたのか,あ るいはまた卵

白 アル ブ ミンに よつて 惹 起 され る抗 原抗体 反応時 に,

流動パ ラ フィンあ るいは結核菌 体蝋様 物質 が共存 す るて

とに よ り,抗 原抗 体反応に よつて局所 に惹起 された炭死

物質が,吸 収瘢痕化 されに くい状態 におかれたためなの

か ど うか とい うてとが重 要な問 題 となつて くる。

著者 らが結核菌体の蝋 様物質 に よる生体 内の一次的な

直接的反応像 を検討 した経験に よると55)57),結 核菌体

蝋様物質 を家兎体内に注入 した場合,蝋 様 物質 のみを注

入 した場合には,壊 死物質の形 成は著 明でな く吸収瘢痕

化 され る傾向が強い。 しか るに,蝋 様物質 に高単位 トリ

プ シンを混 合して注入 した場合には,壊 死 物質 の形 成が

著明で あ り,吸 収瘢痕化 され る傾 向が少 ない とい う成績

を得てい る。ての場合,同 時 に注入 した高単位 トリプ シ ン

は,局 所の炎症 を惹起 し,局所 の組織 の壊死形成 にあずか
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つてい るてとは明 らか であろ う。 以上の てとをあわせ考

え るな らば,本 実験 によつて惹起 され た壊死物質 は,主 と

して卵 白アルブ ミンによ る抗原抗体反応 の結果惹起 され

た ものであ り,蝋 様 物質 ない しは流動 パ ラフィンは てれ

らの壊死物質 を,吸 収瘢痕化 され に くい状態 に保持 した

のではないか と考 え られ るのであ る。換言す るな らば,蝋

様物質 ない しは流動 パ ラフィンが,卵 白アルブ ミンによ

る抗 原抗 体反応 に よる壊死形成以後 の反応機序 のどてか

に作用 して,そ の反応形式 を異なつた形 の反応形式 に変

更せ しめてい る可能 性が大 いに考 え られ る訳で ある。

次に,流 動 パ ラフィンの注入 によつ て形成 され た壊死

巣 と,結 核菌体蝋様 物質 によつて形成 され た壊死巣 との

間には,ど の ような差が あ るかが問題 になつ て くる。 て

の両者の病変部 の性状 を比較 してみ ると,流 動 パ ラフィ

ン注入局所 では,形 成 され た壊死巣 は,薄 い結合織被膜

で被 包 されてい るにす ぎず,壊 死巣全面にわた り可染性

脂質 の散在 をみ るのみであ る。 てれ に反 して,結 核菌体

蝋様物質 を注入 した もので は,壊 死巣 をと り巻 く厚い膠

原線維性被膜 による 被包化が 著明で あ り,そ の基 質に

は,ペ プ シン消化後Metachromasia陽 性 を示す物質が あ

り,そ の層 にLanghans巨 細胞の出現をみ る。ての層の

外側 は,主 として単球の細胞浸潤像 を示 し,壊死巣 周辺部

に明瞭 に濃染性脂質層の出現 をみ る。すなわ ち,安 定 し

た被包乾酪巣 にみ られ る,著 者 らのい う〃外廓構造 〃を

示す層状組織の形 成が明瞭にみ られたのであ る。 ての点

において,結 核菌 体蝋様 物質 と卵 白アルブ ミンとを使用

したわれわれの実験病巣 は,人 の結核病巣 ときわめて類

似 してい るといえ るのであ る。

本研究 においてわれわれが意 図 してい るのは,結 核性

炎症 の形 成機序 を少 しで も明 らか にしよ うとい う点 にあ

る。そのために,ま ず,結 核性炎症反応 の基本形式 とし

て,単 球 を主 とした細胞浸潤 と,わ れ われのい う〃外廓

構造 〃を示 す 層状組織 の 形成 とい う面 との,2っ の 面

か ら,実験 的に結核病巣 の形成 を試 みた訳で ある。その結

果,卵 白アル ブ ミンを使用 し,家兎体 内に抗原抗体反応を

惹起 せ しめ,二 次抗原注入時 に結核菌体蝋様物質 を同時

注入す るてとによ り,上 述の2つ の 面 に 関す るか ぎ り

におい て,初 期の 目的通 りの病巣 を形成す るてとがで き

た。 ての てとは,表 現を換 えるな らば,結 核菌体蝋様物

質 を使用 したわれわれの実験結果 が,わ れわれの指摘 し

た2つ の面に関す るか ぎ り,結 核性炎症 の 基本反応形

式 を表 現 してい ると考 えて差支 えない てとを明 らか にし

てい るといえ よう。

しか しなが ら,以 上の実験 によ り形成 された壊死物質

が,結 核 性炎症巣 にしばしば惹起 され る乾酪性物質 と同

様 な ものであ るか どうか,さ らにまた,考 案の始めに述

べた よ うに,結 核菌 体蝋様 物質 の存在 が,Arthus反 応

の反応形式 をどの点でいかに変更せ しめてい るのか等 の

多 くの問題が 残 きれてい る。 てれ らの 諸問題 に 関 して

は,単 に形態学 的な立場か らで はな く,生 化学的な立場

6)7)17)～19)50)～52)か ら 追究 され る てとが 必要で あ

り,目 下 われわれの もとで 検討 され てい る とてろであ

る。

結 論

われわれ はかねてか ら,結 核病巣 てとに被包乾 酪巣 な

い しは空 洞が,し ば しば膠 原線維性被膜,Metachromasia

陽性物質な らびに濃染 性脂質等 の層状組織 に よ り,部 分

的ない しは 全体的に 被 包 されてい る てとに 着唱 して以

来,そ の形 成機序 について種と々検 索を続 けて きた。その

結果,結 核菌体 中の蝋様物質が,て れ らの層状組織の形

成な らびに単球細胞 を主 とした細胞浸潤 を伴 う凝固壊死

巣 の形 成に指導 的役割 を演 じうるてとを明 らか にした。

そてで結核性炎症 の形 成機序 に,て の蝋様物質が重要 な

役割 を演 じうるのではないか と考 え,結 核 ア レル ギーの

機序 にっいて種 々検討 した。そ てで卵 白アル ブ ミンを使

用 して,家兎肺 内に抗原抗体反応 を惹起せ しめ,二次抗原と

注入時 に結核菌体蝋様物質 を同時注入 し,病 理学的 な ら

びに組織化学 的に,結 核性被包乾酪巣類と似の壊死巣 を形

成す るてとに成功 した。 ての反応形式 にお ける蝋様物質

のよ り詳細 な役割 につい ては,病 理組織学的な らびに生

化学 的に目下 なお検討 中で ある。
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図2:卵 白 ア ル ブ ミン と流 重和パ ラ フ ィ ン注 入 例;

H.E.×100

図3:同;H.E.×1,000

図4:同;SudanIII×100

図5:卵 白 ア ル ブ ミン と結 核 菌 体蝋 様 物 質 注 入 例;

H.E.×40

図6:同;H.E.×100

図7:同;H.E.×1,000

図8:同;H.E.×1,000

図9:同;SudanIII×40


